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人 口 調 べ
( 昭和48年1月1日現在)
世 帯190, 600
男305, 365

女295, 350
計600, 715
( 前月より303人増)

老人とこどもの施設

新田老人館
児童館建設すすむ

5月中旬開館めざし

平
均
寿
命
の
伸
び
で
老
人
の
人
口
が

多
く
な
り
、
ま
た
、
核
家
族
化
な
ど
で

老
人
だ
け
の
世
帯
や
、
ひ
と
り
ぐ
ら
し

の
老
人
が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
現
状
を
ふ
ま
え
て

。
区
で
は
。

「
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
目
ぎ
し
た

畏
期
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
老
人
の
福

祉
向
上
を
図
る
た
め
、
新
田
老
人
館
　
(

仮
称
)
を
建
設
中
で
す
。
老
人
の
ク

ラ
ブ
活
動
や
レ
ク
リ
エ
-
シ
ョ
ン
の
場

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
。
こ
の
老
人
館
は
、
区
民
福
祉

セ
ン
タ
-
に
併
設
さ
れ
て
い
る
い
ま
ま

で
の
施
設
と
違
い
、
独
立
し
た
機
能
を

も
つ
区
で
初
の
老
人
館
で
す
。

長
期
基
本
計
画
の
完
成
す
る
昭
和
六

十
年
に
は
、
地
区
老
人
館
は
三
十
三
館

と
な
り
、
住
民
二
万
五
千
人
に
一
か
所

の
割
合
い
で
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

ま
た
、
老
人
館
と
併
般
し
て
、
新
田

児
童
館
(
仮
称
)
も
建
設
中
で
、
四
十

七
年
十
二
月
十
六
日
に
闘
館
し
た
西
伊

具
児
童
館
に
つ
き
二
番
目
の
児
竃
館
に

・
な
り
ま
す
。

建
物
の
規
横
と
施
設
内
容
の
概
要
は

次
の
と
お
り
で
す
。

□
構
造
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
-
ト
造
り
三
　

階
建
て
(
一
部
職
員
寮
)

□
面
積
延
床
面
積
一
二
一
四
・
(
五
　

九
平
方
㍍

□
一
階

▽
老
人
館
大
広
間
/
娯
楽
室
/
浴
窒
　
/
湯

沸
室

▽
児
X
館
遊
皿
室
/
育
成
室
/
集
会
　

室
/
休
養
寔
/
相
談
室

□
二
階

▽
児
童
館
工
作
室
/
音
楽
室
/
図
一
　

室な
お
、
所
在
地
は
、
新
田
二
丁
目
一

番
街
区
。
近
く
に
、
老
人
や
こ
ど
も
の

憩
い
の
場
所
が
少
な
い
地
域
な
の
で
。

開
館
が
待
ち
望
ま
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う

。開
館
は
、
両
館
と
も
五
月
中
旬
の
予

定
で
す
。

右…新田老人館・児童館( 仮称) 完成予想図
左…建設中の新田老人館・児童館( 仮称)

老
人
医
療
証
の

書
き
換
え
を

昭
和
四
十
(
年
一
月
一
日
か
ら
国
の

老
人
医
療
助
成
制
度
の
実
施
に
と
も
な

い
、
老
人
医
療
証
か
昨
年
の
十
二
月
末

に
全
都
一
き
換
え
(
更
新
)
に
な
り
ま

し
た
。
新
し
い
医
療
証
の
有
効
期
限

は
、
一
月
一
日
か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

で
す
。
い
ま
ま
で
医
療
証
の
交
付
を
受

け
て
い
た
方
で
ま
だ
新
し
い
医
療
証
を

お
持
ち
で
な
い
方
は
、
至
急
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
七
十
歳
に
な
る
方

は
、
七
十
歳
に
な
る
月
の
前
月
に
老
人

医
療
証
の
交
付
申
隋
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

手
観
き
・
閲
い
合
わ
せ
な
ど
は
、
区

役
所
老
人
助
成
係
へ
ど
う
ぞ
。

児
童
手
当
金
の

支
払
い

昭
和
四
十
(
年
二
月
期
(
1
0
・
1
1
・

1
2
・
1
月
分
)
支
給
の
児
童
手
当
は
、

二
月
十
二
日
に
あ
な
た
の
指
定
し
た
金

融
機
関
に
振
込
ま
れ
ま
す
の
で
、
お
受

取
り
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
年
間
の
支
払
入
金
日
は
、
原

則
と
し
て
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
あ
ら
た
め
て
佃
-
に
入
金
の
通

知
は
し
ま
せ
ん
の
で
、
期
日
か
き
ま
し

た
ら
指
定
の
金
融
機
関
窓
口
へ
お
い
で

く
だ
さ
い
。

二
月
十
二
日
(
1
0
・
H
1
2
1
月
分
)
　

六
月
十
二
日
(
2
・
3
・
4
・
5
月
分
)
　

十
月
十
二
日
(
6
・
7
・
8
・
9
月
分
)
　

問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
児
童
手
当

係
へ
ど
う
ぞ
。

区
役
所
第
二
庁
舎
の
電
話

番
号
が
二
月
十
九
日
か
ら

変
わ
り
ま
す
。

新
　
八
八
九
-
六
一
六
一
(
代
)

西
新
井
税
務
署
が
完
成

二
月
七
日
か
ら
執
務
開
始

か
ね
て
か
ら
建
設
中
だ
っ
た
西
新
井

税
務
署
庁
舎
が
、
こ
の
た
ぴ
完
成
し
ま

し
た
。
西
新
井
税
務
署
は
昨
年
七
月
一

日
に
誕
生
し
、
足
立
税
務
署
内
に
置
か

れ
て
い
ま
し
た
。
な
に
か
と
み
な
さ
ん

に
ご
不
便
を
お
か
け
し
た
こ
と
と
思
い

ま
す
が
『、
新
庁
舎
で
の
執
務
は
、
二
月

七
日
か
ら
行
な
い
ま
す

。
ご
来
署
の
際

は
お
ま
ち
が
い
の
な
い
よ
う
お
気
を
つ

け
く
だ
さ
い
。

■
新
庁
舎
の
所
在
地

足
立
区
栗
原
町
七
七
〇
の
一

八
四
〇
-
一
ニ
-
(
代
)

■
交
通
機
関

東
武
線
大
師
前
駅
下
車
徒
歩
五
分
　

都
・
東
武
バ
ス
栗
原
町
下
車
徒
歩
一

分
■
管
轄
区
域

栗
原
町
栗
原
一
～
二
丁
目
西
新

井
町
西
斯
井
一
～
七
丁
目
西
新
井

本
町
一
～
五
丁
目
本
木
町
了
六
丁

目
本
木
一
～
二
丁
目
本
木
東
町

本
木
西
町
本
木
南
町
本
木
北
町
　

輿
野
町
興
野
一
ヱ
-
丁
目
北
宮
城

町

宮
城
一
～
二
丁
目

下
沼
田
町

上
沼
田
町

高
野
町

谷
在
家
町

谷

在
家
一
～
二
丁
目
北
鹿
浜
町
鹿
浜

一
～
五
丁
目
加
賀
皿
沼
町
合
人
町

舎
人
一
～
五
丁
目
入
谷
町
古
千
谷

町
古
千
谷
一
～
五
丁
目
梅
田
町

梅
田
一
～
(
丁
目
伊
具
町
谷
下
伊

輿
町
五
庵
伊
具
町
狭
間
伊
具
町
白

幡
伊
具
町
前
沼
伊
興
町
見
通
伊

興
町
大
墺
伊
興
町
諏
訪
木
伊
具
町

本
町
北
堀
之
内
町
堀
之
内
一
圭
一

丁
目
新
田
】～
三
丁
目
小
台
一
～

二
丁
目
梅
鳥
一
ヱ
二
丁
目
島
根
一

～
四
丁
目
東
伊
興
町
西
伊
興
町

椿
一
～
二
丁
目
江
北
一
～
四
・
六
～

七
丁
目

関
原
一
I

二
丁
目

(
酉
新
井
税
務
暑
)

掲
示
板

■
愛
の
献
血
に

ご
協
力
を

み
な
さ
ん
の
震
の
献
血
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
時
閥
は
、
い
ず
れ
も
午
前

十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
で
す
。

二
月
の
移
励
探
血
日
程

▽
九
日
(
金
)
東
部
セ
ン
タ
-

▽
十
六
日
(
金
)
竹
の
零
駅
東
口

▽
二
十
一
日
(
水
)
五
反
野
小
学
校

▽
二
十
(
日
(
水
)
北
千
住
駅
西
口

■
十
六
ミ
リ
映
写
機

講
習
会

区
教
育
委
輿
会
で
は
、
次
の
と
お
り

十
六
ミ
リ
映
写
機
技
術
講
習
会
を
行
な

い
ま
す
。

期
間
　
二
月
十
五
日
!
一
十
三
日
(
十
　

七
日
～
十
九
日
は
除
く
)
午
後
六
時
　

か
ら
(
時
三
十
分

場
所
　
区
青
年
館
(
東
武
線
大
師
前
駅
　

下
取
)

定
員
　
五
十
名
(
申
込
み
は
六
日
か
ら

一

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
)

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
区
教
育

委
員
会
文
化
係
へ
ど
う
ぞ
。

■
区
民
ス
キ
ー

ス
ク
ー
ル

区
体
育
協
会
で
は
、区
民
ユ
キ
-
ス

ク
-
ル
を
次
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

ま
だ
定
員
に
余
裕
か
あ
り
ま
す
の
で

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
程
　
一
月
十
日
(
土
)
～
十
三
日
　
　
(

火
)
(
デ
ラ
・
ク
ズ
バ
ス
使
用
)

場
所
　
志
賀
高
原
高
天
原
ス
キ
-
場

会
費
　
九
千
三
百
円
(
ス
キ
-
傷
書
保
　

険
料
含
)

定
員
　
百
二
十
名
(
定
員
に
な
り
次
第
　

締
切
り
)

申
込
み
先
　
会
費
を
隰
え
て
、次
の
い

す
れ
か
の
体
育
協
会
員
へ
。

▽
堀
内
(
千
住
富
元
町
一
五
-
九
)
　
　
　
(

八
二
-
七
七
(
九

▽
鈴
木
(
千
住
緑
町
ニ
-
-
〇
)

(
(
一
-
四
(
(
二

■
青
少
年
文
化
教
室

■
科
目
　
書
道
教
室
・
孔
版
(
ガ
リ
版
)
　

教
室
・
茶
道
教
室

■
期
間
　
二
月
十
四
日
(
水
)
か
ら
三
　

月
二
十
三
日
(
金
)
ま
で
の
毎
週
水
　

・
金
曜
日
午
後
六
時
三
十
分
か
ら
　
(

時
三
十
分
ま
で

■
場
所
　
区
青
年
館
(
東
武
大
師
前
駅
　

前
)

■
受
講
料
　
無
科
(
た
だ
し
敵
材
賢
は
　

実
賢
負
担
)

■
受
講
資
格
　
区
内
在
住
・
在
助
で
二
　

十
五
歳
以
下
の
方

申
込
み
は
、直
接
青
年
館
で
二
月
六

日
か
ら
受
付
け
ま
す
。(
各
科
目
と
も

定
員
五
十
名
に
な
り
次
第
締
切
り
)

= 区政モニター募集中=
・
モ
ニ
タ
-
の
仕
事

▽
区
が
依
頼
す
る
『
区
政
　

モ
ニ
タ
-
ア
ン
ケ
-
　

ト
』
の
回
答

▽
区
政
モ
ニ
タ
-
連
絡
会
　

鐫
等
へ
の
出
席

▽
そ
の
他
、
施
設
見
学
等

の
広
聴
業
務
へ
の
協
力

・
資
格
　
区
内
在
住
で
灣
　

二
十
歳
以
上
の
方
(
前
　

回
区
政
モ
ニ
タ
-
で
あ
っ
た

方
は
除
き
ま
す
)

・
募
集
　人
員

五
十
名

・
謝
礼
　
ア
ン
ケ
-
上
　

回
に
つ
き
千
円

・
応
募
期
限
　
二
月
十
日
　
　
(

土
)

・
申
込
み
及
び
問
い
合
わ
　

せ
先
　
区
役
所
広
報
課
　
広
報

担
当

「足立の歴史」できる
写真集も増刷発売中

た
い
へ
ん
お
待
た
せ
し

ま
し
た
。新
一
版
『
足
立

の
歴
史
』
(
二
五
六
ペ
-

ジ
)
が
、こ
の
た
ぴ
で
き

あ
が
り
、
一
日
か
ら
発
売

さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
ど
う
ぞ

お
い
で
く
だ
さ
い
。

○
場
所

区
役
所
五
階
広

報
課

○
時
間

午
前
九
時
～
午

後
四
時

○
頒
価

一
冊
二
百
五
十

円

な
お
、
区
制
四
十
周
年

を
肥
念
し
て

、写
真
集
「
写

輿
で
見
る
足
立
区
四
十
年

の
あ
ゆ
み
」
・
「
区
の
お

知
ら
せ
」
縮
制
版
を
刊
行

し
ま
し
た
が
、
好
評
の
た

め
写
真
集
を
増
刷
し
、
現

在
発
売
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
縮
刷
版
の
洩
都
も
あ

わ
せ
て
発
売
中
で
す
。

□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

東
綾
瀬
一
丁
目
五
-
一
七
　
　
六
〇
五
-
七
一
〇
一

■
趣
味
の
教
室
生
花
教
亶
{
古
愍
二
月
九
日
(
金
)
午
前
十
時

材
料
賢
二
五
〇
円
(
サ
ミ
・
雑
巾
持
参
蝕
固
教
室
{
一
こ
サ
ン
}

二
月
十
日
(
土
)
午
後
一
時
エ
チ
ケ
ッ
ト
教
靈
芯
の
お
し
ゃ
れ
}

二
月
十
五
日
(
木
)
午
前
卜
時
文
単
衆
盲
〈
小
林
一
茶
}
二
月
十

五
日
(
木
)
午
後
一
時
三
卜
分
茶
遭
教
室
{
茶
席
の
作
法
}
二
月

十
六
日
(
金
)
午
前
十
時
材
科
費
二
〇
〇
円
懐
紙
・
茶
扇
子
持

参
木
目
込
人
形
{
立
ぴ
な
}
二
月
十
六
日
(
金
)
午
後
一
時
材

料
費
二
九
〇
〇
円
・
五
五
〇
〇
円
目
打
・
(
サ
ミ
・
糊
ふ
き
ん
・

小
皿
持
参
陶
芸
教
童
{
場
の
み
}
二
月
十
七
日
(
土
)
午
後
一
時
三

十
分
材
料
費
一
五
〇
円
着
付
教
盍
{
上
手
な
一
付
}
二
月
二
十

日
(
火
)
午
前
十
時
紙
の
手
芸
{
ウ
サ
ギ
}
二
月
二
十
日
(
火
)

午
後
一
時
三
十
分
材
料
費
四
〇
〇
円
(
サ
ミ
-
カ
'
タ
-
持
参

木
彫
{
ヨ
-
ジ
入
れ
}
こ
月
二
十
一
日
(
水
)
午
後
一
時
材
料
費

三
〇
〇
円

彫
刻
刀
持
参

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

関
原
二
丁
目
一
〇
-
一
〇
　
　
八
八
九
-
一
四
八
四

■
老
人
将
侠
大
会
二
月
十
五
日
(
木
)
午
前
十
時
　
資
格
-
区
内

在
住
六
十
戚
以
上
の
方
　
定
員
-
四
十
名
(
定
員
に
な
り
次
第
締
切

り
)
　
申
込
期
間
-
二
月
六
日
～
十
日
セ
ン
タ
-
事
務
室
ま
で

■
奇
術
と
浪
曲
の
会
　
二
月
十
(
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分
　
対

象
-
区
内
在
住
六
十
歳
以
上
の
方
　
出
演
-
奇
術
…
松
沢
義
和
氏
　

浪
曲
…
玉
川
次
郎
師
演
題
-
『
神
田
松
』
《
入
鳩
無
料
》

■
映
画
会
　
二
月
十
日
(
土
)
…
ふ
し
ぎ
な
く
す
り
他
　
十
七
日
(
土
)
…

ち
ょ
ん
り
ま
の
く
に
他
　
時
間
は
、い
ず
れ
も
午
後
}
時
三
十
分

■
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
　
二
月
十
八
日
(
日
)
午
前
十
時
そ
の
他
毎

週
水
曜
日
午
後
三
時

毎
週
土
町
日
午
後
二
時

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

鹿
浜
二
丁
目
二
四
-
二
　
　
八
九
七
1
五
〇
一
六

■
春
の
マ
ン
ガ
大
会
　
二
月
十
(
日
(
日
)
午
後
二
時

■
子
ど
も
映
画
会
　
二
月
二
十
五
日
午
後
二
時
…
お
と
し
あ
な
他

■
わ
ら
ぺ
う
た
　
毎
週
水
・
木
・
土
曜
日
午
後
二
時

■
彫
刻
《
う
き
出
し
》
　
二
月
七
日
(
水
)
・
十
四
日
(
水
)
午
後

二
時

■
粘
土
工
作
(
ら
く
や
き
・
と
う
き
》
二
月
十
日
(
土
)
・
十
七
日
(

土
)
・
二
十
四
日
(
十
)
午
後
二
時

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

千
住
元
町
三
三
　
　
八
八
二
-
二
七
六
五

■
指
圧
の
無
料
サ
-
ビ
ス
　
二
月
十
三
日
(
火
)
午
前
九
時～
午
後

四
時
《
足
立
区
は
り
灸
マ
'
サ
-
ジ
師
会
》
区
内
在
住
六
十
繊
以

上
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も

■
踊
り
教
室
　
二
月
十
四
日
(
水
)
午
前
十
時
三
十
分～
正
午

■
民
謡
教
室
　
二
月
(
日
(
木
)
・
十
五
日
(
木
)
午
後
一
時
三
十
分～

三
時
三
十
分

各
戦
塵
と
も
対
象
は
、
区
内
在
住
六
十
歳
以
上
の
方

■
子
ど
も
映
画
会
二
月
十
(
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分
…
消
え
た

リ
ス
他

□
西
伊
興
児
童
館酉

伊
興
町
三
七
-
五
　
　
八
九
七
-
六
九
四
八

■
卓
球
大
会
　
二
月
十
(
日
(
日
)
午
前
十
時

■
み
ん
な
で
聞
こ
う
　
毎
週
土
曜
日
日
午
後
二
時

《
各
セ
ン
タ
-
・
児
童
館
と
も
、月
一
日
・
祝
祭
日
は
休
館
日
で
す
》

■ 区役所の電話882- 1111　第二庁舎886- 3165　足立福祉事務所888- 3141　中部福祉事務所889- 1481　東部福祉事務所605- 7101　西部福祉事務所897- 5011



昭 和48 年2 月5 日 区 の お 知 ら せ 第283号( 2)

住民税 申告書の書き方
ことしも〝住民税(特別区民税・都民税個人分)〟

の申告時期が近づいてまいりました。みなさんが、

正しい申告をされることによって、適正な課税がな

されるよう、今回は、都・区民税の申告と申告書の

書き方についてご説明します。

■ 課 税 さ れる方 は■
□ 48年1月1日現在区内に住み、前年中( 47　
年中) に所得のあった方。
ただし、非課税に該当する方は除きます。

□ 区内に事務所や事業所、家屋敷などがあっ　
て、区内に住んでいる方。

■ 申告が必要な方は■
□ 前年中に所得 があ った方。

ただし、次に該当す る方は除 かれます。

1. 所得税の確定申告をす る方

2. 剪年中の所得が給与所得だけで、勤務先 か

ら区へ給与支払報告書 が出さ れた方

3. 前年 中の合計所得金 額が基 礎控除 額、配偶

者控除額及び扶養控除 額の合計 額以 下の方

□ 事務所・事業所・家 屋敷 など があ る方

〔おねがい〕区から申告書 が送ら れた方 で、

無所得 または上記ただし書 きに該当 のため

申告義務 のない方 でも、 申告書 裏 面 紅 そ

の旨 または該当事項を記 入のうえ、提 出さ

れます よう、 格 別 の ご協力を お願いし ま

す。

■ 提出 期限 と 場 所は■

提出期限は3 月15日です。期限まぎわはた

いへん混み合いますから、なるべくお早めに
区役所・同第二庁舎またはもよりの出張所へ

お出しください。なお、例年のとおりみなさ
んの便宜をはかるため、次のとおり課税課職
員が出張受付けを行ないますので、ご利用く

ださい。
◎ 3月8日( 木) ・9日( 金)
場所　常東出張所・第三出張所～第十二山

張所
◎ 3月12日( 月) ・13日( 火)
場所　第十三出張所～第二十出張所・東綾

瀬出張所・東栗原出張所
※ 時間はいずれも午前9 時～午後4 時

■ 計 算 の 仕 方 は■
①所得金額=収入金額- ( a) 必要経費-⑥事業　

専従者控除 額

②課税標準 額= 所得金 額- ○ 所得控除

③④算出所得割額= 課税標準 額× 税率

( 実際に計算する場合は、後でご説明する　

算出所得割額の出し方によります)

④差引所得割額=算出所得割額一回税額控除

⑤特別区民税・都民税個人分=差引所得割額　

十均等割額( 区600円・都100円)

なお、③以下は、特別区民 税分と 都民 税個

人分とをそれぞ れ計算し、 それを 合計し たも

のが 住民税 額と なります。

( a) 必要経費とは

収入を得るために必要な経費で、次のよう

なものが含まれます。
販売した商品の原価、雇人 質、減価 償却

費、瞿苗代、銷糧費、固定資産税等です。従

って生活費は必要経費となりませんからご注
意ください。

( b) 事業専従者控除額とは

事業所得または不動産所得を有する事業主

と同一生計の配偶者または15歳以上の 親族

が、事業主のその事業に6か月以上専従した
場合に事業専従者として、次の( i ) かC2) のう

ち、いずれか少ない方の金額を収入金額から
差引かれます。
( 1) 15万円
( 2) ( 事業所得十不動産所得) ÷ ( 事業専従　　

者数+1)
※ 青色申告の専従者は完全給与制 です か
ら、支払った給与の全額が必要経費に算入
されます。

( c) 所得控除とは

次の12種類 があ り、 これr 該 当する場 合は

所得金 額から差 引くことができます。

1. 雑攜控除…あなたや、あなたと同一生計の　

親族のうち、47年中の各種所得の合計額が　

20万円以下の方の資産( 家屋・家財道具・　

現金など) が天災・火災・盗難などで損害　

を受け た場合に 控除 されるもので、計算方

法は 次のとおりです。

( 棚害金額一保険金などでうめられた金　

額) - ( 所得金翻× 1/ 10)

2. 医療費控除…あなたや、あなたと同一生計　

の親族 のために、47年 中に支 払った治療 費

または 医薬賢など があ るとき控除 されるも

ので、計 算方 法は次のとおりです。

( 支払。た医康費の総額一保険金でうめら　

れた金額) - ( 10万円と合計所得金額の5　%

とのいずれか少ない方の金額)

ただ し、控除 の最高限度額は100 万円です。

3.社会保 険料控除 … あなたや、あなたと同一

生計の親族の国民健康保険・国民年 金など

の保険料を、j 17年中に支払った場合その支

払額の全網が控除され ます。

4. 小規検企業 共済等掛 金控除 … 47年中に支払

った第1 種共済掛金や心身陣害者扶 養共済

掛全の全額が控除され ます。

5. 生命保険料控除… 47年中に支払った保険　

料・簡易保険料があった場合控除されるも

ので、支払った保険料が1 年間に

( 1) 1万5千円まで…支払った保険料全額

( 2) 1万5千円をこ尭4万円まで…支払った　　

保険料× 1/ 2 キフ千500 円

( 3) 4万円をこえた場合・・・2万7千500円

◎ 保険契約1こよる配当金は、支払。た保険　　

料から差引いて計算し ます。

◎ 一口の年間の払込額が9千円をこえるも　　

のは。証明書が必要です。

◎ 生存保険で5年未満のものは対象外です。

6. 陣害者控除…あなたや、あなたの控除対象　

配偶者または扶養親族が障害者の場合、1　

人10万円( 特別障害者は12万円) 。

7. 老年者控除…あなたが65歳j a上( 明治41年　

1月1日以前生まれ) で47年中の合計所得　

金 額が5{ } 0万円以下の場合、10万円が控除

さ れます。

8. 寡( か) 婦控除…あなたが65歳未満( 明治　

41年1月2日以後生まれ) の寡婦( 夫と死　

別・雌別等) で、扶養親族また呟47年中の　
各 種所得の合 計額が20万円以下の同一生計

の子がある場合、10万円が控除さ れます。

9. 動労学生控除 …あ なたが学生 で給与など の

勤労による所得があ り、47年 中の合 計所得
金 額が32万円以 下で、 かつ、不動産・配当

など動労によら ない所得 が10万円以 下の場

合、10万円が控除 されます。

10. 配偶者控除…配偶者の47年中の動労糺よ　

る所得の合計額が15万円( 自己の動労によ　

らない所得の場合は10万円) 以下の場合、

14万円が控除されます。

11. 扶養控除…同一生計の親族( 配偶者を除　

く) のうち、47年中の動労による所得の合　

計額が15万円( 自己の勤労によらない所得　

の場合は10万円) 以下の方がいる場合控除　

されます。4?年中に死亡した扶養親族があ　

るときは、その方 も含み ます。

( 1) 配偶者がいる場合… 1人目から11万円

( 23配儒者かいない場合… 1人目は12万円

2人目からは11万円

12. 基礎控除… 15万円です。

( d) 算出所得割額の出し方

別掲の速算表( 課税標準額× 税率一速算控
除額) により計算したものが算山所得割額
で、特別区民税分と都民税個人分とを別々に
計算します。
〔例〕課税標準額が35万円の場合
350, 000円× 3/ 100- 1, 500円=9, 000円

…特別区民税分
350, 000円X2/ 100=7, 000円

… 都民税個人分

( e) 税額控除とは

算出所得割額から控除されるもので、47年
中I C配当所得があった場合に控除されます。

その控除額は
◎ 特別区民税分…配当所得金額の2. 5S
◎ 都民税個人分…配当所得金額の1. 0%
ただし、課税総所得金額、課税長期( 短期)
譲渡所得金額の合計額が1, 000万円をこえる
部分の配当所得金額については、この牛のそ

れぞれ半分です。

算出所得割額速算表

● 先般、税制調査会から答申が出ましたの　
で、ことしも一部の所得控除額が引 上
げ、及び税率が一部変更になるものと思
われます。

■ くわしくは課税課へ■

「申告書用紙」と「申告書の手びき」

は2 月9 日に発送します。
以上で住民税の申告と、その書き方の説明

は終わりますが、わからないところや、くわ

しいことは、お手もとへお送りした「申告書

の手びき」( 確定申告予定者及び勤務先から

給与支払報告書が提出される方は、前述のよ

うに住民税の申告は必要ありませんので、郵

送されません) をお読みくださるか、課税課

へおたずねください。

○ 申告書が届かなかった方は、ごめんどう　　

でも区役所第一課税係、または第二庁舎　　

第二課税係へご連絡願います。

所得税の
確定申告は早めに

〈所得税の確定申告にあたってのご注意〉
2月16日から、所得税の確定申告の受付け

がはじまります。この確定申告にあたって次
の点を注意してください。

● 確定申告を早めに
例年申告書の提出が期限の3 月15日間近に

集中するため窓口が非常に混雑して、納税者
のみなさんに非常に迷惑をかける結果となっ
ています。
申告やその他相談をなさる方は、お早めに

おいでください。

● 正しい記帳で適正な
申告と納税

昭和46年分の東京国税局管内の確定申告書
は117万枚( 申告納税額のあるもの) 提出さ
れました。その内容に誤りがあったりして修
正申告や期限後申告をしたもの、または更正
や決定を受けたものは、83, 683件もあり、こ

れによって増加した税額は36億3, 000万円と

なっています。このようにお互いに手数をか
けたり加算税などの余分な税金を納めること
のないよう、当初から正しい申告をしてくだ
さい。

● 地代や家賃(アパート)　　　　
収入のある方

47年度中に本来の仕事の収入のほかに、地
代・アパートや貸間の賃貸料収入などのある
方は、47年度中のこれらの所得を本来の仕事
の所得と合算して確定申告をしなければなり

ません。

● 税務署から送られた
申告書用紙で

税務署では、みなさんから 提出された確定

申告書を電子計算機で処理してい ますので、

税務署から確定申告書用紙の送付を受けた方

は、必ずその用紙を使って申告してください。
※ 氏名の「 フジガ ナ」と「地方税」欄の記

入を忘れない でください。

● 申告書を書く時は
資産合算用や変動所得用などの特殊な申告
書以外の一般用の申告書は、3 枚つづりにな

っています。その書き方については、次の点

にご注意ください。
1.右端の耳をとり、控用を切りはなし、控用
に正しく書く

2.次に提出用の甲と乙を重ねたまま、ポール
ペソ等ではっきりと書く

3. 源泉徴収票や生命保険料の証明書等の添付
書類は、所定の場所にきちんとはる
4.申告書を郵送する場合は、封筒のあて名等
を書いてから申告魯を封入してください

● 国税・地方税の
共同説明会を開催

申告書の書き方などについて、次の日程で
説明会を開催します。申告書用紙などをお持
ちになり、お近くの会場へおいでください。

時間は、いずれも午後2 時から4 時までで

す。

■ 本年から所得税と個人住民税の申告をした方は、個人事業税の申告がいらなくなりました　■ 固定資産税第4期分は2月28日( 水) が納期です


